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第 43 期 海外情報連絡会 

第４回 運営小委員会 議事録 （HP 公開用） 

 

1．日時 2022年2月7日（月） 13：00～14：30 

2．場所 Zoom会議 

3．出席者 神﨑連絡会長、石川副連絡会長、松崎会計幹事、内田委員、豊岡委員、 

富田委員、古田委員、柴田委員、藤田委員、倉重庶務幹事 

4．議題 

（1）次期運営委員選挙の立候補状況・今後のスケジュール 

（2）2022 年春の年会の企画セッションの内容確認・役割分担 

（3）2022 年春の年会の全体会議の内容確認 

（4）米国原子力学会（ANS）Reactor Technology Award の審査員選出について 

（5）今後の講演会計画の検討 

（6）第 3 回講演会の開催報告書確認 

（7）第 3 回運営小委員会の議事録確認 

（8）その他 

 

5．審議内容 

 出席委員10名（1名欠席）で、以下を確認した。 

（1）次期運営委員選挙の立候補状況・今後のスケジュール 

・次期運営委員への立候補状況を整理し、改選となる役員（4名）及び任期満了の運営委員（4名）

と候補者（8名）が同数となり、問題ないことを確認した。 

・2/14を目処に、被選挙人名簿（立候補者リスト）をホームページ及びメールにて当連絡会会員

へ通知し、信任投票を依頼する。 

・選挙結果は、春の年会での全体会議（3/18）にて説明し、承認を受ける。 

 

（2）2022 年春の年会の企画セッションの内容確認・役割分担 

・企画セッション（第4回講演会）の予稿案、運用要領・役割分担等を確認した。 

 

（3）2022 年春の年会の全体会議の内容確認 

・全体会議の議事次第案、及び議題の一つである2022年度活動計画案を確認した。 

・通常の報告事項に加えて、本年度に制定したANS Reactor Technology Awardの審査員選出に

関する細則についても、全体会議で報告する。 

 

（4）米国原子力学会（ANS）Reactor Technology Award の審査員選出について 

・今後スムーズに審査員候補の方へ説明・対応依頼するため、本賞の設立背景、過去の受賞者／

審査員、審査方法等を纏めた説明資料を作成し、内容を確認した。 

・また、来年度から任期3年間の審査員の候補について協議し、対応を進めることとした。 
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（5）今後の講演会計画の検討 

・ 来年度からの講演会の候補について、新たな提案も踏まえて、協議した。 

・ 基本的には、第2，4回講演会は、年会大会の中で開催するため、実施時間に制約があり（13

時開始）、欧米からオンラインで講演頂くのは難しい。一方、第1，3回は海外情報連絡会の

独自開催であり時間制約は無いため、海外からのオンライン講演を優先することを確認。 

・ 来年度第1回講演会として、今回議論した海外候補者への打診を開始する。 

 

（6）第 3 回講演会の開催報告書確認 

・ 本議事録は既にメールにて確認し、ホームページに掲載済み。 

 

（7）第 3 回運営小委員会の議事録確認 

・ 本議事録は既にメールにて確認し、ホームページに掲載済み。 

 

（8）その他 

・ 日本原子力学会と海外学協会との協定を現状把握して交流を加速するため、国際活動委員会

の中に“海外協定ワーキンググループ”が設立され、今後の具体的な進め方を議論するため、

今月に会議が開催される予定となっている。国際活動委員会より海外情報連絡会に対し、ANS

との距離が近く、海外有識者の講演会を毎年実施していることから、会議に参加して意見を

聞かせて欲しいとの依頼があった。 

・ 海外情報連絡会として、国際活動委員会担当の古田委員が当該会議に出席し、対応すること

とした。 

 

以 上 


